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光レセプター機能を有するフォトクロミック分子ユニットは光照射により可逆に分子構造を

変え、これに伴って分子内のπ共役系の連結様式が大きく変化することが知られている。π共役

系の共役長を外場制御できれば新たな分子スイッチングや分子メモリの可能性が期待されるこ

とから本研究ではπ共役系からなる分子鎖にフォトクロミック分子ユニットを導入し、電子・光

物性が光照射によって可逆制御可能な分子メモリシステムの開発を目的として研究を進めた。

今年度はフォトクロミック分子ユニットとしてπ共役系の方向切り替え能が高い、ターアリー

レン系フォトクロミック分子ユニットについて、新たに反応点炭素原子にπ共役系分子ワイヤー

を導入することに成功した。さらにこの新規なアリールエチニルターアリーレンが可逆なフォト

クロミック反応を示すことや、特徴的な熱反応性を示すことを見出した。量子化学計算の結果、

この現象が熱開環反応に寄与するCC伸縮振動とフェニルエチニル基の振動モードの倍音共鳴に

基づくフェルミ共鳴現象によるものであることを明らかにした。また、赤外吸収スペクトルの計

測結果と量子化学計算との計測結果が良い一致を示すことを見出した。 
また、スイッチング分子としての特性を評価する際に重要となる固体状態でのフォトクロミッ

ク反応性を検討する目的で、アモルファス固体を形成する新たなターアリーレン誘導体を合成し

た。その結果、固体状態においても高い反応性を示すことを見出した。 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  
添付すること。 
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